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小・中全学年を対象とした市独自の学習状況調査を実施します 

平成２６年度、さいたま市教育委員会は市独自の学習状況調査の対象を拡大し、教

科に関する調査を小学校第３学年から、生活習慣などに関する調査を小学校第１学年

から、すべての児童生徒を対象として行います。

また、全国で標準化された学力調査を、小学校第５学年から中学校第２学年で行い

ます。

記

１ 目   的  児童生徒の学力や学習状況を、小・中９年間において、継続的に

把握・分析し、児童生徒一人ひとりの学力向上やよりよい生活習慣

の形成に役立てる。

２ 調査の対象 さいたま市立小・中・特別支援学校の全児童生徒 

３ 調査の概要 

 （１）「教科に関する調査」及び「生活習慣等に関する調査」 

   ・実施日 平成２６年４月２２日（火） 

 （２）「全国で標準化された学力調査」 

・「全国で標準化された学力調査」とは、児童生徒の学力を、全国的な学力水準 

と比較して、相対的に把握・分析できる調査 

・対象学年 小学校第５学年から中学校第２学年

・調査方法 抽出調査（各学年１，０００名程度）

・実施時期 平成２７年３月（予定）

対象学年 調 査 教 科 生活習慣等

小
学
校

１年生 

全
学
年
で
実
施

２年生 

３年生 （新規）市独自 国語、算数 

４年生 （新規）市独自 国語、算数 

５年生     市独自 国語、社会、算数、理科 

６年生 全国学力・学習状況調査 国語Ａ･Ｂ、算数Ａ･Ｂ 

中
学
校

１年生 （新規）市独自 国語、数学 

２年生 市独自 国語、社会、数学、理科、英語 

３年生 全国学力・学習状況調査 国語Ａ･Ｂ、数学Ａ･Ｂ 

議題１



小・中全学年を対象とした

市独自の学習状況調査を実施します

1

さいたま市教育委員会



市独自の学習状況調査の対象を拡大します

小・中全学年の
すべての児童生徒を対象

●教科に関する調査
小学校３年生から実施

●生活習慣等に関する調査
小学校１年生から
全学年で実施

配付資料１
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教科 生活 教科

小１ 小１

小２ 小２

小３ 小３

小４ 小４

小５ 小５

小６ 小６
※市独自の
　 調査も実施

中１ 中１

中２ 中２

中３ 中３
※市独自の
　 調査も実施

平成２５年度 平成２６年度

生活

市

国

市

国

市 市

国 国

市

市

市 市

市 市

市 市

市 市

市 市

国

国

国

国



平成２６年度 全児童生徒を対象とした調査の概要

実施日 平成２６年４月２２日（火）
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生活習慣等
１年生
２年生
３年生 市
４年生 市
５年生 市
６年生 全国
１年生 市
２年生 市
３年生 全国

 「市」…市独自調査、「全国」…全国学力・学習状況調査

全
学
年
で
実
施

対象学年

小
学
校

中
学
校

国語、算数
国語、算数
国語、社会、算数、理科
国語A・B、算数A・B
国語、数学
国語、社会、数学、理科、英語
国語A・B、数学A・B

教科



平成２６年度

小

学
校

３年生【市】
４年生【市】
５年生【市】
６年生【全国】

中
学
校

１年生【市】
２年生【市】
３年生【全国】

新たに実施する「教科に関する調査」のねらい

小学校１年生、２年生における
基礎学力の定着状況等を把握

小学校の学習内容の基礎的事項の
定着状況等を把握

小学校３年生における
基礎学力の定着状況等を把握

4

児童生徒一人ひとりの「よさ」を伸ばす指導
「つまずき」を踏まえた指導



（例）【算数「数と計算」の内容】
【平成２５年度さいたま市学習状況調査（小５）の調査結果】
３．８×５９＝２２４．２ （小数のかけ算） 正答率 ５２．８％

児童生徒のつまずきを継続的に把握し、指導方法の
工夫改善を図る。

「教科に関する調査」

小学校３年生から実施する理由

習得
している

小３ 小４

小３の「小数のしく
み」「整数のかけ算」
が身に付いていない

小４の「小数のかけ
算」が身に付いて
いない

個に応じた指導の充実・指導方法の工夫改善

小２の「かけ算九九」
が身に付いていない



（例）【国語 漢字の学習】

【平成２５年度さいたま市学習状況調査（小５）の調査結果】
漢字を書く・・・「親切」（どちらも小２で習う漢字） 正答率 ５６．３％
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学 年 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６

配当漢字の数（字） 80 160 200 200 185 181

国語の授業時数（時間） 306 315 245 245 175 175

早い段階から実態を把握し、児童生徒一人ひとりに応じ
た指導の充実に役立てる。



調査結果個人票を配付します

児童生徒が自らの適切な目標をもって
学習意欲を高められるようにします。
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イメージ

児童生徒は、自分のよさ
や課題が分かるようになり
ます。

平成２６年度から
「学びの向上シート」を
児童生徒に配付します。



例） 「朝食を毎日食べている。」と回答した児童生徒の割合（％）

平成２５年度の調査結果

全学年で実態を把握することで、大きな変化が見られる
学年の児童生徒に直接指導したり、保護者への啓発を
したりすることができるようになります。

全学年で実施する理由
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「生活習慣等に関する調査」

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

？ ？ ？ ？ ８７．７ ８９．７ ？ ８５．７ ８６．０



学年 質問項目の例 ※予定

小

学

校

全
学
年
で
実
施

「朝食を毎日食べていますか。」
「家の人と学校での出来事について話していますか。」
「家や図書館で、普段、１日当たりどれくらいの
時間、読書をしますか。」

※市独自
「毎月２３日を、ノーテレビ・ノーゲームデーにしています
か。」
「運動やスポーツをどのくらいしていますか。」
「困ったり、悩んだりしたときには、だれかに相談したい
と思いますか。」

など

中

学

校

質問項目を設けて調査し、実態を継続的に把握・分析する。
全国学力・学習状況調査の質問項目に加えて、市独自の
質問項目を設けて調査し、実態を継続的に把握・分析する。
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「生活習慣等に関する調査」



「全国で標準化された学力調査」とは

児童生徒の学力を、全国的な学力水
準と比較して、相対的に把握・分析でき
る調査

市独自の調査の平均正答率と併せて分析し、本市の児童生徒の
学力を把握する指標とします。

領 域
市独自の調査の
平均正答率（％）

数と式 ７６．１

図形 ７２．３

関数 ６６．１

資料の活用 ６９．０

調査結果の活用例：領域ごとの状況を比較

全国で標準化され
た調査の得点（全
国を１００とする）

１０５

１０２

１０８

１００

仮の数値

「関数」

「数と式」に比べ、市
独自の調査の平均正
答率は低いが、全国
で標準化された調査
の得点は高い。

「全国で標準化された学力調査」を実施します

・小５～中２を対象
・抽出調査
（各学年１，０００人程度）
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平成２６年度 本市における学力・学習状況調査

①「教科に関する調査」 を小３から中３まで実施

②「生活習慣等に関する調査」 を小１から全学年で実施

③「全国で標準化された学力調査」を実施


